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ごあいさつ

阪南市は大阪府南部に位置し、古くは平安時代に京都上賀茂神社の荘

園だった筈作（箱作）荘や河内の観JじI寺領の荘園だっだ鳥取荘などがあり、

江戸時代の頃は綿織物や瓦、製糖等の産業が栄え、和泉砂岩の産地と

しても知られだところでした。

また、本市には国の文化財保護法に基づく文化財が4件、大阪府文

化財保護条例に基づく文化財が5件ありますが、本市でも郷土の歴史文

化資源を後世に伝えるため、平成 12年 11月 1日に「阪南市文化財

保護条例」を施行したところです。

このような中、平成 13年 1月26日に本条例に基づき、文化財保護審議会委員6名（任期2年）

をもって第 1回文化財保護審議会を開催し、平成 14年3月 14日に2件の阪南市指定有形文化

財を指定したところであり、現在では有形民俗文化財など29件の文化財指定を行っております。

本市の指定文化財の特徴は、絵画や彫刻等にととまることなく石工業、タコツボ漁、造船業、瓦

製造業、製糖業など地元の生業にかかわる 「阪南市らしいもの」を積極的に指定してきたことが特

徴となっており、本書掲載の多くの文化財は、皆様からの寄贈や寄託されたものであります。

本市では、歴史・文化を継承するため、「阪南市指定文化財展」や「歴史文化財講座」などを開

催し、地域への愛彗や郷土愛の醸成を國ることが、地域文化の振興や魅力あるまちづくりにつなが

るものと考えております。

そのため、本報告書が地域に誇りを持つきっかけとして、まだ、歴史文化を生かした地域づくり

に広く活用され、歴史文化資源の掘起こしや文化財保護への理解、認識を深める一助となることを

願っております。

最後に、文化財をご提供いただきました皆様、文化財保護審議会委員各位、本書作成助成をいた

だきました「公益財団法人朝日新聞文化財団」様には、深いこ理解とご協力を賜りまして、厚く感

謝の意を表すとともに、今後ともより一層のこ支援をお願い申しあげます。

2018年 2月26日

阪南市教育委員会

教育長希りオ-母---
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大阪府阪南市の位置圏

大阪府の堺市以南は和泉国または泉州と呼ばれ、その中でも泉佐

野市以南は日根郡、今の阪南市域は島取郷と呼ばれていました。

市章 市の木 まつ

阪南の 「は」の字を図案化し 全ての国民から愛され泉州

たもの。広がりゆく菜r,iをイメ の人閃には特に親しまれてい
ごうか

ージし、調和と平和を象徴する る一方、風雪に耐え、姿の豪華

大小の輪で、未来に向って大き さは縁起のよい木とされ、正
やくしん

＜躍進する阪南市の姿を表して 月の門松、庭木なと市民の生

市の花

わが国固有の花木で広く山野

に自生し、多くの人閃に愛され

てきました。色彩の豊富さと変

化、花弁の妙なとほかに比べる

花はなく、市の美しい人情と気

います。 活に強く結び付き、その成長 品を象徴します。

は市の発展を象徴します。
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名産和泉石と泉州石エ

◆名産和泉石◆
かんttい いすみめいしょすえ

この絵は、 冤政8(1796)年に出版された『和泉名所図会』に描かれたものです。作業滉と思わ
いすみいしいすみさがん とうろうこまいぬ しょくにん

れる松の木陰の小屋周辺で、和泉石（和泉砂岩）を使って燈籠や狛犬をつくっている職人たちがいき
いづみいし しょうさいみつ もの つく じざい ととりのしふうはこつくり せきしょう

いきと描かれており、 「和泉石ハ其性細密にして物を造るに自在也、 島取荘・ 箱作に石匠多し」

と書かれています。
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つまり、「和泉石はきめが細かくて、色閃なものを思いのままに造ることができ、鳥取荘・箱
いしく※

作（共に阪南市）には石エがたくさんいた」ということです。

阪南市内の神社やお寺では、青みがかった灰色のきめ細かい石でできた燈籠や狛犬や墓石を必
めいさんいすみいし

す目にします。それらの石は、かつて「名産和泉石」とまで呼ばれていました。
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◆和泉石と泉州石エ◆
いすみいしいずみさがん せんなん いすみあおいし

和泉石（和泉砂岩）は、大阪府泉南地方に産する砂岩で、青緑色をしていることから「和泉音石」
いすみそうぐん はくあき たいせきがん

とも呼ばれます。和泉砂岩を産出する和泉層群は、約1億,.__,6400万年前の白亜紀後期の堆積岩

で、三重県から奈良県、大阪府、和歌山唄、淡路島（兵庫県）、徳島県、香川県、そして愛媛県に
なんしつ さいみつ

まで分布しています。和泉砂岩は軟質のため細密な加工がしやすく、加工直後の見栄えも良いの

で、石材として高い評価を受けています。
いすみのくにせんしゅう ぷんけん こうにん うじぞ< Iプいふ

和泉国（泉州）の石エが初めて文献に登場するのは、弘仁5(814)年に成立した氏族の系譜を記
しんせんしょうじろく いすみのくにしんべつ いしづくりのむらじ

した『新撰姓氏録』の中で、「和泉国神別」の条に「石作連」の記載が見られます。泉州石
まつえい

工がこの石作連の末裔であるのかは定かではありませんが、阪南市域の山間部から良質の石材が

採れることから、少なくとも石の切出しや加工は、絶えす行われてきたと考えられます。
ゅくはし ぞうえい

17世紀初頭には、仙台、岡崎、岡山、高松、行橋なとで城や寺院の造営が行われた際、和泉

国（泉制）から石エが招かれたと伝えられています。その後も石エたちは各地に出向き、作品に出

身地である「泉州」の地名を刻んだことから「泉州石エ」と呼ばれるようになりました。泉州石

工は特に腕が良かったため、そのまま現地に留まる者もあり、 子孫の中には、現在も石材業を営
しょうかくじ くろだ くろだやはち

んでいる人たちがいます。下の写真は、宮城県仙台市の称覚寺境内にある黒田家の初代黒田屋ハ
べえ しょうごくせんしゅうひねぐんくろだやはちべえ

兵衛の墓碑で、向かって右側面には「生國泉，）1111日根郡／黒田屋ハ兵衛」と刻まれています。黒
せんだいじょうちくじょう

田家の先祖は、仙台城 築城のため大坂から来たと代閃伝えられており、現在も仙台市で石材業

を営んでいます。
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初代黒田屋ハ兵衛の塾（宮城県仙台市称覚寺）

石エ銘
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◆全国各地に残る阪南市域の石エ銘が彫られた作昂◆
じちたいしへんさん

泉1Jq11石エ銘が刻まれた石造物の存在については、自治体史編菜時から知られていました。
せき はくさんじんじゃ とりいちょうすばち

昭和49年、岐阜県関市在住の郷土史家の情報により、当地の白山神社に残る烏居と手水鉢に、
はこつくり

箱作村（阪南市箱作）出身の石エ銘が確認されたのです。その1年後には、岐阜県岐阜市の三輪
かすが

神社の島居と、岐阜県関市の春日神社の烏居にも、箱作村出身の石エ銘が確認されています。
しょこく でかせ

また、阪南市の1日家が所蔵する史料からも、江戸時代、諸国に出稼ぎに行っている多数の石

工が存在したことが確認されています。
かつやく

阪南市教育委員会では、平成22年、泉州石エの活躍について本格的な調査を進めるために、

各都府県の教育委員会の協力を得て、市町村へのアンケート調査を実施しました。これにより

多数の貴重な情報が寄せられ、現在1000余りのデータが集成されています。それらを元に
じょうじゅつ

上述の岐阜隈をはじめ、宮城、岐阜、愛知、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、

鳥取、岡山、広島、福岡、熊本、大分での現地調盃を行いました。阪南市域出身の石エたちの
ださい

作昂は実に多彩で、全ての作品を掲載したいのですが、今回は出身村がわかっている石エ銘の

彫られた作吊をいくつかこ紹介します。

1日村名一覧

尾崎 おざき

i 下出 しもいで

黒田 くろだ

石田 いしだ

鳥取中 とっとりなか

自然田 じねんだ

山中 やまなか

桑畑 くわばた

新 しん

波有手 ぽうで

舞 まい

貝掛 かいかけ
'--+---.、 ／ 和歌山県

箱作 はこつくり

／ ~ 阪南市域の旧村図山中新田 やまなかしんでん
（和泉国日根郡鳥取郷）
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鳥取庄（郷）出身石エの作岳

いせ いまきたやま あらきだし うじ くようとう とうしん

三重県伊勢市の今北山墓地（荒木田氏墓地）にある宇冶橋供養塔です。 t苔身と台石の問の基礎部
いしやだいく 1プいはく せんしゅうひねぐんとっとりしょう

正面の向かって左錯には「石屋大工敬白／泉州日根郡烏取庄」と刻まれていて、阪南市域出身
てんしょう かのえたつうるう

の石エがこの作品をつくったことがわかります。また、同じくも端に「天正ハ(1580)年庚辰閏
はしおんくよう しゅんこう かたわ

三月十二巳／橋御供養」と刻まれているように、宇冶橋が竣工した際に橋供養が行われ、橋の傍
こんりゅう

らに建立されたのがこの供養塔です。

材質は和泉砂岩で、高さは245cmあります。400年以上も前につくられたものですが、保存

状態は良好です。

どのようないきさつで今北山墓地に移されたのかは不明ですが、この宇冶橋供養塔は、大阪府

以外に所在する石エ銘が確認できる最古の作昂であり、昭和48年12月5日に伊勢市指定

有形文化財に指定されています。

宇治橋供養塔（三重県伊勢市今北山墓地）

石
屋
大
工
敬
白

泉
州
日
根
郡
鳥
取
庄

石エ銘
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石田村出身石エの作昂

ひのにらなん かわかみ たいしょう ひがしささ

鳥取県日野郡日南町の川上神社跡地に建つ鳥居です。川上神社は大正8(1919)年に束楽閃
ふくじんじゃごうし あんえい

福神社に合祀されましたが、跡地には今も鳥居が現存しています。左右の柱の銘から、烏居は安永
いしだ ねごろまつえもん くろだ ねごろいえもん

2(1773)年に建てられたもので、石田村の根来松右衛門と黒田村の根来伊右衛門によりつくら

れたことがわかります。

石
田
村
根
来
松
右
衛
門

石

エ

泉

州

黒
田
村
同
苗
伊
石
衛
門

鳥 居（鳥取県日野郡日南町川上神社跡地） 石エ銘

とっとりえびす

阪南市石田の鳥取戎神社境内に
こまいぬ いすみさがん あんせい

建つ狛犬は和泉砂岩製で、安政
つじげんす［プ

5(1858)年に石田村の辻源助により

つくられたものです。台石2段目の正
ぽうのう がんしゅ

面には「奉納」とあり、願主などの
いしく

銘は見られませんので、石エ辻源助

が自ら奉納したものでしょう。なお、
あぎょう

阿形の狛犬の台石にも、同様の銘が

刻まれています。

編塁疇

一'
;~ 

べ .,.---~ 

狛 犬（大阪府阪南市鳥取戎神社） 石エ銘

-7 -



黒田村出身石エの作昴①

いと おくのいん こうぽうだいしこびょう せいいき

世界遺産である高野山（和歌山県伊都郡高野町）奥之院は、弘法大師御廟がある聖域です。約
さんどう くようとういれいひ まき

2km続く奥之院参道には、 20万基を超えると言われる供養塔や慰霊碑などが杉や高野槙の巨

木を背景に建ち並んでいます。
かんえい

それらの中で最も大きいことから「一番石」の名でひろく知られているのは、寛永4(1627)
するがだいなごんただなが すうげんいん ばくふ しょうぐんとくがわひでただ せいしつ いえみつ

年に駿河大納言忠長が母崇源院（江戸幕府2代将軍徳川秀忠の正室、 3代将軍家光の生母）のだめ
こんりゅう かこうがん

に建立した供養塔です。材質は花商岩で、高さは6.6mにも及びます。
ごりんとう※ だいざはいめん いしづくり せんしゅうくろだむらじんざえもん

この五輪塔の台座背面には「石作 泉州黒田村甚左衛門」と彫られており、黒田村（阪南市

黒田）の甚左衛門という石エの作品であることがわかっています。

崇源院供養塔（和歌山県伊都郡高野町高野山奥之院）

石
作

泉
州
黒
田
村
甚
左
衛
門

石エ銘
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黒田村出身石エの作吊②

かさい いちじょうじ らんかんおやばしら※ くろだひょうこ

兵庫県加西市の一乗寺入口に架けられた石橋の向って右側奥の襴干親柱には、黒田村兵庫
いらべえじょうただ1さる じょうきょう

市兵衛尉忠治の名が刻まれています。柱の高さは89cmで、石エ銘の石側の銘から貞享 3

(1686)年6月18日につくられたことがわかります。

石
エ
泉
州
黒
田
村
兵
庫
市
兵
衛
尉
忠
冶

石 橋（兵庫県加西市一乗寺） 石エ銘

しんちょうじ たきもとだろうべえ

岐阜県岐阜市にある頁長寺の石段です。石段霰上部の左側親柱には黒田村瀧本太郎兵衛の名が
ほうえい ひのとい

刻まれています。また、右側親柱には「宝永四丁亥年」と刻まれていることから、宝永4(1707)

年につくられたことが分かります。

石 段（岐阜県岐阜市真長寺）

馨

石
工

泉

州

日

根

郡

瀧 黒

本田
太村
郎
.Ei ,、

衛

石エ銘
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下出村出身石エの作品

こうか やさか かこうがん そりばし こ はし11だ

滋賀県甲賀市のハ坂神社にある花両岩製の反橋で、凝ったつくりを見せています。橋桁に刻まれ
げんろく あまごいきがん ほうのう

た銘文から、元禄12(1699)年に雨乞祈願のお礼として、氏子により奉納されたものであることが
しもいでいしくそうべえ おざき

わかります。銘文の末尾には、下出村の石エ惣兵衛の名が刻まれています。また、この石橋は、尾崎
ちょうべえ てんぽう

村の石工長兵衛がおよそ130年後の天保5(1834)年に改修したことが、やはり橋桁に刻まれた銘

文から読み取れます。昭和59年4月に甲賀市指定有形文化財に指定されています。

石 橋（滋賀県甲賀市ハ坂神社）

庄 施

下 主

出 石

村 工

岡
泉

本
州

源
中令
3 

丘✓' 日

衛 根
郡

取3
鳥3

石 碑（岡山県高梁市龍泉寺） 石エ銘

-10 -
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一r ヽ

泉
鳥州

石庄取日
細根
工下之
惣出郡
兵村
ノ侮土J— 

ヽ ,J 

石エ銘

たかはし りゅうせんじ

岡山県高梁市にある龍泉寺入
くんしん

ロに建つ石碑です。正面には「菫辛
しゅにく

（野菜の中でも臭い物と辛い物）酒肉
もんない

門内に入るを許さす」という意味

の銘文が刻まれています。また、
あんえい

両側面の銘文からは、安永4('1775)
たいがんじょうじゅ

年に大願成就のお礼としてつくら

れたことがわかります。そして石
せしゅ

工銘の頭に 「施主」とあることか
おかもと1ブんべえ

ら、 下出村の石エ岡本源兵衛が自

らつくり、奉納したのではないか

と思われます。



自然田村 ・鳥取中村出身石エの作品

7
t
 "" 

はせでら さくらい さいごく

長谷寺は、奈良黒桜井市にある、西国三十三所
かんのんれいじょう ふだしょ たほうとう せきとう

観音霊場の札所です。多宝塔と呼ばれる石塔は、
ふどうどう とうしん

長谷寺境内に建つ不動堂の南側にあります。i苔身
げんろく

に刻まれた銘から、元禄8(1695)年につくられ
きそ せんしゅう

たことがわかります。また、基礎石には「泉 1J1111
じねんだ いしくしちべえ

自然田／石エ七兵衛」と刻まれています。

r 

石 泉

工 州
七 自
丘9 、鼻 欧ヽ" ヽ

衛 田
ヽ

多宝t苔（奈良県桜井市長谷寺） 石エ銘

燈 寵（奈良県桜井市談山神社）

泉

州
日
根

郡

取3
鳥3
庄
石

自中 大
然村ェ
田文
安 七
巨ヽ
侮11ュJ— 

石エ銘

たんざん

談山神社は奈良県
とうのみね

桜井市多武峰にある
ふじわらかまたり まつ

藤原鎌足を祀る神社

です。十三重塔の近

くに建てられた高さ
とうろう かん,Siん

約2mの燈籠は、寛文
きしん

8(1668)年に寄進さ
さお

れたもので、竿部に
なか 、Siんしち
は中村の文七と自然

やすぺえ

田村の安兵衛両名の

石エ銘が刻まれてい

ます。
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尾崎村出身石エの作昂

十三重石塔（京都府木津川市海住山寺）

きづがわ かいじゅうせんじ

京都府木津川市にある海住山寺

の十三重石塔は、総高390cmあり
きょうほう

ます。享1呆18(1733)年に建てら

れていて、基礎石の正面に刻まれた
おさき ごんくろう

石エ銘から、尾崎村の権九良により

つくられたことがわかります。

泉

州

尾

崎
村
権
九
良

石
エ

石エ銘

尾

崎

宗

七

石
エ

はんなん やまなかだに やまなか

阪南市の山中渓にある山中神
まつ いすみさがん

社境内に祀られた和泉砂岩製の
ほこら

祠です。基礎石に彫られた銘か
かえい いし

ら、嘉永5(1852)年に尾崎村の石
くそうしち

工宗七によりつくられたことが

わかります。この祠には、籠分
ことうくじゅうくおうじ うまめおう

古道九十九王子であった馬目王
じしゃ

子社の御神体である丸い石が祀

られています。

石 祠（大阪府阪南市山中神社）
石エ銘
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波有手村出身石エの作品

疇
みよし たいらく じ9

広島隈三次市にある大楽寺の山
ほうきょういんとう※

門をくぐると左手に宝箇印塔が
めいわ

見えます。明和2(1765)年に建て

られたもので、台石の背面の銘から
ぽうで い しくちょうしち

波有手村の石工長七によりつくら

れたことがわかります。

泉

側
波

有

手

村

石

工

長

七

宝医印t苔（広島県三次市大楽寺） 石エ銘

宝菌印塔（岡山県岡山市向山千日塁地）

むかいやませんにちぽ

岡山県岡山市にある向山千日墓
ち

地の一角に、ひときわ立派な宝菌EP
きだん

塔が建てられています。基壇に刻ま
ぽうれき

れた銘により、宝暦11(1761)年に
はたなかまつべえ

波有手村の石エ畑仲松兵衛により

つくられたことがわかります。

r 
畑村所g泉石
仲 波有 州エ
松馬

兵手取
ノ偉Jー ' 

石エ銘
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貝掛村出身石エの作品

贔

i-a 

iと譴
濯
『

＇ 石
エ

泉

州

住

一謬

貝
掛
＋
右
衛
門

石

きょうたんご

京都府京丹後市にあ
た1こうちぽち

る谷内墓地に建てられた
とうろう

燈籠で、墓地の由来を記

した石碑に隣接していま

す。高さは150cm余り
ほうえい

で、竿部の銘により宝永
かいかけ

4(1707)年に貝掛村の
じゅうえもん

＋右衛門によりつくら

れたことがわかります。

ー........., --~ ~ ―、

六十六部供養塔（岡山県岡山市地蔵堂）

石

エ

泉

州

貝

掛

住

里

山

源

兵

衛

橘

範

安

岡山県岡山市にあ
じぞうとう

る地蔵堂境内には、珍
くようとう

しい形をしだ供養塔

が建てられています。
きょうかんがた

これは経巻型と呼ば

れるもので、正面には
ほうのう だいじょうみょうてん

「奉納／大乗妙典
かいこく

六十六部／日本回国

／供養塔」と刻まれて
はいめん

いて、 背面の銘から、
ぶんか

文化2(1805)年に貝
さとやま11ん

掛村の石エ里山源
べえたちばなのりやす

兵衛橘範安により

つくられたことがわ

かります。

石エ銘
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箱作村出身石エの作品

せき はくさん みょうじんとりい いすみさがん

岐阜県関市にある白山神社の烏居です。 B月神烏居と呼ばれるもので、材質は和泉砂岩です。石
かんぶん はこつくり いしくふじわらながつく・

側の柱正面の銘により、寛文11(1671)年に箱作村の石工藤原長次によりつくられたことがわか

ります。

泉

州

日

根

箱

作

村

住

石

工

藤

原

長

次

鳥 居（岐阜県関市白山神社） 石エ銘

たじみ かさはらしんめいくうちょうすばち かこうがん きっかもん

岐阜県多冶見市にある笠原神咀宮の手水鉢です。材質は花尚岩で、正面には十六弁の菊花紋が
かんえん いさかはんしちろう

彫られています。寛延2(1749)年に奉納されていて、箱作村の石エ井坂半七郎によりつくられ

たものです。平成元年12月10日

に多治見市指定有形文化財に指定

されました。

泉

州
石 箱
井エ 作
坂 村
半
七
郎

手水鉢（岐阜県多治見市笠原神明宮） 石エ銘
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◆阪南市内に残る石切場跡◆

~ 

火薬庫（山中渓）

誓菫から石を切り出す時に

使う火薬を保管しましだ

.' 

E
 .. ~ コッパ（山中渓）

石を切り出したり紐工した

時に出る破片です

石切場（山中渓）

昭和35年まで採石が行われていましだ

あな※

ヤ穴の残る石（箱作）

図累璽 ~ 
細かいヤ穴の残る石（箱作）

みせいひん※

石臼未成品（箱作）

石臼などの製品加工も一部

行われていました。

-16 -



◆和泉砂岩の作品ができるまで◆

山石エ（石切場で石を採る石エ）の仕事

①明治30年代になると、笞督から

石を切り出すのに火薬が使われだ

します。岩盤に細く深い穴をあけ、
ばくは

火薬を詰めて爆破させ、山を崩し

ます。それ以前はヤやゲンノウな

どを使い石材を岩盤から切り出し

ていました。

-•~ 

~̀ ＇ 
竺 ー ・・

⑤同回かゲンノウを打ちおろすと、
きれつ

石のメに沿い、きれいに亀裂が走

ります。

⑥大きな石が見事に割れました。

来田組石切場（阪南市桑畑）

②切り出した大きな石のメ（岩石の割れやすい方向）に沿

いチッパを使ってヤ穴をいくつかあけているところ

です。チッパとは、昭和40年代に機械化が始まって

から使われ出したドリルで、それ以前は、ソコウチノ

ミとセットウを使い、ヤ穴を掘りました。

,J ③セリガネとヤをヤ穴に詰めているところです。ヤと
くさび

は石を割る時に使用する鉄製の楔で、セリガネはヤ

の滑りをよくするものです。ヤにはジメヤ、トビヤ、

セリヤなどの種類があります。

④ヤをゲンノウで打ち込みます。このときヤを均等に

たたいて打ち込まなければいけません。石エの腕の

見せところです。

石材加工：和田石材店（和歌山県伊都郡かつらぎ町）
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細工石エ（製品をつくる石エ）の仕事 一石五輪港をつくる
ごりんとう

五輪塔とは、宇宙の万物を構成するとされる地・水・火・風・
ごだい※ ほうけい きゅうけい やねがた はんきゅうけい ほうじゅけい

空の五大を表す方形・球形・屋根形・半球形・宝珠形の石を
ぶっとう ほと1ブぽさつ

下から順に積み上げた、仏塔の一種です。正面には、｛ム・菩薩
ぽんじ しゅじ

などを梵字ー文字で表した種子が彫られます。
へいあん ＜ようとう

平安時代末期（約850年前）頃からつくられ、古くは供養塔と

して、後には墓塔として数多くつくられました。 8頁で紹介し
すうげんいん ごりんとう

た高野山にある崇源院の供養塔も五輪塔です。こちらは五輪の
むろまちじだい

各部を別閃につくつていますが、室町時代（約680,..-..,440年前）
いっせきごりんとう

には、一石五輪塔と呼ばれる、全体を一つの石から彫りだした

小型のものも登場しました。
さ い くいしく やぶもとやすお

この一石五輪塔を細工石工である藪本靖夫氏（阪南市尾崎町）

につくつていただきましたので、順を追って見ていきましょう。

①石のメに沿ってサシガネと
すみ

スミサジを使い墨を入れま

す。

④マメヤをゲンノウで均等に

ただいて石を割ります。

②ソコウチノミとセットウで

ヤ穴を彫ります。

⑤サシガネなどの定規類とス

ミサシを使い直方体になる
すみ

ように墨入れします。

-18 -

ほうじゅ

空輪 （宝珠）

うけばな

風輪（請花）

かさ

火輪（笠）

とうしん

水輪 (1苔身）

きそ

地輪 （基礎）

五輪塔

③ヤ穴にセリガネをセットし

マメヤを入れます。

⑥オシキリとセットウで余分

な部分を落とします。



嗣
m; 

~ 

⑦ノミとセットウで表面を平
あら1プす

らに粗削りします。

ちりん

R地輪から成形します。一面

すつ墨入れをし、タタキや

ビシャン、ハビジャンを使

い面を平らにします。

⑨水輪 ＆
 

と割れないように木枠で締

め、ビジャンとハビシャン

で表面を整えます。

ふうりん くうりん

⑩風輪を整えたあと、空輪を

オジキリで粗くつくりだし、

マルパスで幅を確認します。

⑪枠からはすし、空輪をノミ

とセットウで成形し、ハビ

シャンで表面を整え、 空輪

の中心に墨を入れ、さらに

整えます。

⑫一石五輪塔の形ができあが

りました。

⑬ジホリノミとセットウで、

輪郭を彫ります。

⑭リョウサキノミを使い、彫

りくぼめます。

⑮一石五輪t苔の完成です。
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道具の製作と手入れ

石工は山で石を切り出したり、製品をつくったりするだけではなく、道具の製作や手入れをす
かじ さいせき くろかわただし

るための鍛冶仕事も自分で行っていました。採石の仕事をされていた黒川正氏（阪南市自然EB)の

作業場で、ヤをつくる鍛冶仕事を再現していただきました。

ヽ
‘、‘̀.. ょ`｀
 

ー

＇ ｀ 
ヽ

①フイゴ場と呼ばれる場所には、電気送風機と
ろ

炉が置かれています。電気送風機がない時代

には、木箱吠のフイゴで炉に風を送りました。

ーヽ≫

③赤く焼けてやわらかくなった鉄片をヒバサミ

ではさみ、セットウでたたきます。冷えて硬く

なってきたら炉に戻し、やわらかくなったら再

びたたくことを繰り返し、ヤの形に仕上げます。

②炉に火をおこし、送風機で風を送りながら火

の強さを調節します。中ではヤの材料になる

鉄片が熱せられています。

．噸

E"」

農~iil'!!!I 

＇ ｀
 

"~ 
配 i:;. 心

＇ ④できあがったヤを油につけて一気に冷やし、

焼き入れをすることにより、硬度を高めま

す。

⑤ヤの完成です。作業場では、このほかにもノ
やま

ミの先端をつくり直したりもします。山
いしく さいくいしく

石エ、細工石エの区別なく、用具を自分で鍛

え、手入れすることも、重要な石工仕事のひ

とつでした。
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◆石工用具◆

ころだ

来田家石工用具

阪南市
指定文化財

石切揚の近くに設けられた作業場で職人自身が自分の使いやすいように作製した用具や、

日閃手入れがなされた用貝で、機械化された後のものまで286点を平成22年3月19日に指
くわばた じゅよう

定しました。なお、同家は現在も桑畑で和泉砂岩の採石業を営んでいます。現在、需要のほ
けんらく しざい さいせき

とんとは土木建築資材に使用される砕石ですが、文化財なとの修復などに用いられるケンチ
いし※

石や大型石材の提供も行っています。

しげなり

重成家石工用具
やまい しく

山間部の石切場で採石なとに従事する「山石エ」の用具で、昭和30年代から平成10年頃

までの主に機械化以後に使用されたものです。石の採取や成形に用いられる用具や鍛冶の用

具165点を平成22年3月19日に指定しました。

くろかわ

黒川家石工用具

昭和30年代から50年頃まで石切場において使用されていた山石エの用具です。主な用具

は機械化以後のもので、和泉砂岩の採取から成形に用いられる用具や鍛冶用具24点を平成

23年3月30日に指定しました。

やぶもと

藪本家石工用具
さいくいしく

石材の加工を行う 「細工石エ」の用具が中心で、当主が先代（親方）から受け継いだ用具と、

本人が使用した用貝294点を平成21年3月24日に指定しました。そのほとんとは石材加工

が機械化される以前の伝統的な石工用貝で、他家には見られないジホリノミやリョウサキノ
もんちょう

ミ、石の面を調整するビジャンなどが含まれます。それらに加え、家紋を一覧できる「紋帳」
こまいぬ ひながた

や、狛犬などの石造物製作図案集ともいえる「雛型」が含まれるのは、細工石工ならではで
けいたいしきふいご※

す。また、加工用の道具のみならす、携帯式罐に代表されるように、加工具の製作や手入

れの際に使用される用具まで、幅広くそろっています。なお、同家は現在も阪南市内で石材

店を営んでいます。

以上のように、束田家、重成家、黒川家、藪本家の石工用具を一括すると、和泉砂岩

の採石から製品の完成に至るまで、一連の工程に使われた用具を知ることができます。

次の頁では、それらを使用目的別にご紹介します。
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石を割る用具

セットウ （重成家）

ノミなどの道具の頭をたたくカナヅチ

オオゲンノウ（来田家）

大型のカナツチ

シメヤ（重成家）

荒割り用の大型のヤ

セリヤ（黒川家）

セリガネで両面をはさみこんだ大割り用のクサビヤ
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ソコウチノミ（藪本家）

ヤ穴を掘る

マメヤ・セリガネ（藪本家）

石の小割りに使用

ヽ

トビヤ （重成家）

I」1割り用のヤ。飛散を防ぐためコムなどを付ける

ハゲンノウ（重成家）

粗割り用の大型のカナツチ



形をつくつていく用具

サシガネ（藪本家）

計測・直角を確かめる

チャンキリ（藪本家）

小さい石の角を欠き落とす

セットウ（藪本家）

ノミなどの道具の頭をただくカナツチ

ノミ（藪本家）

セットウで頭をたたいて石を欠き削る
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ジコウガネ（藪本家）

角度が変えられるサシガネ

＼ 
オシキリ（藪本家）

石の不要な部分を欠き落とす

＼ 
セットウ（藪本家）

ノミなとの道具の頭をたたくカナツチ

マルパス（藪本家）

石の外径を測る



石の表面を整えていく用具

グンデラ（藪本家）

細かい部分を仕上げる

ビシャン （藪本家）
おうとつ

石面の組かい凹凸をならす

ハピシャン（藪本家）

角面・曲面を平らにする

タタキ（藪本家）

表面をさらに平らに仕上げる
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彫刻・刻字の用具

セットウ（藪本家）

ノミなどの道具の頭をたたくカナツチ

ジホリノミ（藪本家）

セットウでだたいて文字を彫る

リヨウサキノミ（藪本家）

ノミの重みを利用し文字を彫る

しんせんいしくひながだ

『新撰石エ雛型』（藪本家）

製函のための見本帳

ジホリノミ（藪本家）

セットウでたたいて文字を彫る

イチョウノミ（藪本家）

セットウでだたいて文字を彫る

‘’ l
l
l
 

一しl
ゲージ（藪本家）

墓石の装飾のための型

— 
匿且｛

・

・

[
 

匿 ―

―

 

すかい びきひょうじゅんもんちょう

『図解いろは引標準紋帳』（藪本家）
もん

紋の見本を集めた本
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鍛冶の用具

セットウ（藪本家）

ノミなどの道具の頭をたたくカナツチ

ナラジ（藪本家）
かじ

鍛冶用のカプツチ

ヒバサミ（来田家） ヒバサミ（黒川家）

火入れしたノミやヤなどをはさむ 火入れしたノミやヤなどをはさむ

ッツバサミ（黒川家） ノミヅツ（黒川家）
ひとこ

ゲンノウなどを焼き入れする時にはさむ 火床で焼いたノミを差し込む

ヤキヅツ（来田家） フイゴ（藪本家）

火床で焼いたノミを差し込む 火の勢いを調節する送風機
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◆石 造 物◆
阪南市
指定文化財

孝行臼

いすみめいしょすえ

右の絵は2頁にある『和泉名所図会』の一部です。
いしく

右側に立って石エと会話している人は、石手と左手
こうこううす

に同かのせています。これらは「孝行臼」と呼ばれ
うす

るもので、和泉砂岩製の臼です。まだ、左側の石エ

は孝行臼を製作しています。
つ つきうす

臼には、大きく分けて杵を使ってオ島＜オ島臼と、回
ひきうす

転運動によりすりつぶす挽臼があります。孝行臼は

掲臼で、歯の抜けたお年寄りのために、硬い食べ物
きね

などを同じく和泉砂岩の小さな杵（石手の孝行臼の中

からのぞいているものです）でオ島いてやわらかくし、食

べやすくするために用いられたことから、この名が

付けられだようです。

杵で｝島いてやわらかくした食べ物は、味をそこな

うことなく、また、抹茶や白酒をつくるときにも使
いすみめいしょすえ え

われたということで、『和泉名所図会』が書かれた江
ど

戸時代には、ポピュラーなものであっだと思われま

す。しかし、現在では知る人もほとんとなく、現存

する孝行臼はたいへん貴重であると考え、市内で確
※ 

認できた7点を阪南市指定有形民俗文化財に指定し

ました。そのなかの2点をこ紹介します。

r 【臼】重さ 8.60kg 
口径 23.0cm 
高さ 12.8cm 

【杵）重さ 1.06kg 
長さ 14.2cm 

ヽ

ぅ

ヽ
r
J
 （臼】重さ
口径
高さ

（杵】 重さ

長さ

2.04kg 
12.6cm 
8.7cm 
0.48kg 
13.9cm 
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阪南市
指定文化財

地蔵菩薩立像

いすみさがん

この2点は和泉砂岩でつくられた

石造物で、平成18年2月28日に阪

南市指定有形文化財に指定されまし

た。
おうえい

応永10(1403)年の銘を持つ像高
じぞうぽさつりゅうぞう

45cmの地蔵菩薩立像（上）は、年号

が刻まれた石造物の中では、阪南市
じぞうぞう

内で最古のものです。地蔵像の左石
しも

応永10(1403)年の「霜の銘から、
つきにじゅうに

月甘二」、つまり11月22日に宗一
ぜんに ,Siつもん

という禅尼（仏門に入った女性）が願主

となってつくられたことがわかり

ます。

願
主
宗

一
禅
尼
敬
白

応
永
十
癸
未
霜
月
甘

、、

奉
造
立
地
蔵
菩
薩
檀
那
法
印
覚
永
法
印
覚
識
本
願
出
羽
国
住
人
宥
円
上
人

g
-
―

l, 

地蔵菩薩立像（応永10年銘）

勧
進
畏
賎
上
下
所
也
天
文
十
五
年
丙

てんぶん

また、天文15(1546)年につ

くられた地蔵菩薩立像（下）は、

像高が2m近くもある大阪府

下でも最大級の地蔵石仏で、現
しもいでだいがんじ もんぜん あんち

在は下出大願寺の門前に安置

されています。こちらも地蔵像

午
十
月
十
ハ
日
大
工
藤
原
兵
衛
太
夫

の左右に銘が刻まれていて
でわのくに

出羽国（現在の山形県と秋田県）
ゅうえんしょうにん かん

の宥円上人の願いにより「勧
じんきせんじょうげ

進貴賎上下」、つまり広く民衆

から寄附を求めたことが読

み取れます。そ してこの大

きな地蔵像をつくりあげ
だいくふじわらひょうえ

大工 藤原兵衛た人物は、
だゆう

太夫であるのがわかりま

す。

ヽ J 巳

地蔵菩薩立像（天文15年銘）
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◆こんな所にも和泉石◆

側溝蓋石（黒田）

道路の側溝には、鉄板

に交じり、和泉砂岩が4

枚並べられています。よ

く見るとこれらはT字型

の井戸枠石です。解体し
ふだ いし

た井戸枠を溝の蓋石に ” 
てんよう※

転用しだのでしょう。
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井戸枠（尾崎）
さいがいじきょうりょくい と

「災害時協力井戸」

として大阪府に登録され

ている井戸です。井戸枠

はT字型に成形した和泉

砂岩を4枚組み合わせて

います。

流し（黒田）

和泉砂岩でつくられた

流しは市内で約20例確

認できました。 輻86~

120cm、奥行き47~

68cm、高さ14~20cm

と多少の大小があります。

左のものは幅105cm、

奥行き60cm、高さは18

cmです。排水については、

穴をあけただけのものも

見られました。



護岸・ 川床（波有手）
さちがわ ごがん

佐智川の護岸はケンチ
※ たにづ ※ 

石が谷積みにされていて、

川床にも人頭大の川原石

が張られています。

Ii.,, 

蛇籠（山中）

山中川左岸で和泉砂岩
じやかご

を詰めた蛇籠が見られま

す。蛇籠とは鉄線などで

籠をつくり、自然石や砕

石を詰めて河川工事に使

用する伝統的工法で、江

戸時代には竹で蛇籠を編

みました。

訂
K

ヽ ー・
＇ 

.、

突堤と肪石（尾崎）

海岸には、和泉砂岩の

ケンチ石が敷き詰められ
とってい

た突堤が残っていました。

手前の石端に写る石は、
もやいいし

和泉砂岩の肪石で、ロー

プを結びやすくするため

に中央にくびれが見られ

ます。
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石段（山中）
じふくじ こやすじぞうとう

地福寺の境内に建つ子安地蔵堂前の石段で

す。幅2.3mの石段は、すべて和泉砂岩を用い
そでいし※

てつくられています。左側袖石の上部には、
さいくて ま せしゅ はぷつねまつ はぶよし

「細工手間／施主」として土生常松、土生芳
まつ しばのしん じろう げんじゅうじこんだい

松、芝野新次郎の名と共に「現住慈誉代」と
じごんしょうにん

刻まれていることから、慈誉上人の住職歴任

期間(i9i2~i926年）につくられたことが

わかります。

石碑（山中）
なむあみだぶつ

独特の字1本で「南無阿弥陀仏」と彫られた
ぜとく

高さ96cmの和泉砂岩の自然石碑で、患尋
ふう！こん ろくじみょうごうひ

上人の「六字名号碑」と呼ばれるものです。
ぜとくしょうにん あんきゃそう※

是得上人は紀伊国出身の行脚i曽で、阪南市
※ 

内では7基の名号碑が確認されています。

石碑（新）
しんごんしゅう きょう

正面に真言宗で唱える最も短いお経「南
（ママ）

無大師遍聖金剛」が刻まれている石碑です。
ぶんせい うし きらじつ

正面左には 「文政十二(1829)/丑九月吉日」
たこつぽ はなづつ

と刻まれています。素焼の蛸壺を花筒として

使っているのは実に阪南市らしい光景です。
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前机（貝掛）
かいかけきょうとう 1まち まえづくえ むか

貝掛共同墓地の前机です。前机とは、迎
ほんぞん

え本尊へのお供え物を載せる机で、幅
てんばん

87cm、奥行き21cm、厚み15cmの天板

と、高さ40cmの脚部に分かれます。天板
げんぷん ひのとみしょうがつにじゅう

の側面に「元文二(,737)年丁巳正月甘
ご

五日」と刻まれていて、文字が横向きで不

自然な気がしますが
たわら

奈良県奈良市田原地
ながたにちょううめばか

区の長谷町埋墓にも、
きょうほう

享保11(i 726)年銘
まえづくえ

の同様の前机が見ら

れます。
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鳥居（山中）
やまなかじんじゃ

山中神社の入口に建つ

鳥居で、高さは約2.6mあ

ります。鳥居の右側柱の

背面には、 「賓 箪房

(1684)年十二月六日」と
やまなか

刻まれています。山中
じんじゃ

神社の境内には、この馬
とうろう こまいぬ

居のほかにも燈籠や狛犬

など、和泉砂岩でつくら

れた石造物がたくさん見

られます。

土塀（烏取中）
らょうおんじ どべい

潮音寺の西側と北側の土塀は、
ほしゅう

外から見るとモルタルで補修さ

れている部分が多いですが、境内

に立って見ると和泉砂岩がびっ

しりと埋め込まれているのがわ
ぞくみょう

かります。また、「俗名おいと」

と彫られた和泉砂岩製の墓石の

一部もまじっています。



泉州の伝統漁法と造船技術

◆泉州で始まったタコツボ漁◆
せんしゅうち いき おおさかわんなんがん きょほう りょう

泉州地域の海岸沿い（大阪湾南岸）で始まった漁法のひとつに「タコッボ漁」があります。日本

近海には約60種類のタコが生息していますが、大阪湾で漁の対象となるのは、主にマダコとイイ

ダコの2種類です。マダコは体長60cm程の、 わたしたちが一般にタコと呼んでいるものです。イ
どう

イダコは体長20cm位の小型のタコで、胴部にぎっしりと詰まった卵が米粒に似ていることから、
こめいい いい

米＝飯により、飯ダコの名前で呼ばれています。

タコは、狭いところに入り込もうとする習性があり、それを利用したのがタコッボ漁です。この
ゃよい いけがみ

タコッボ漁は、弥生時代中期（約2200,...._,2000年前）に始まったとされ、日本最古のタコッボが、池上
そね

曽根遺跡（大阪府和泉市・泉大津市）で発見されています。阪南市でも、弥生時代末期（約1800年前）
おざきかいがん かまくら

のマダコッボが尾崎海岸遺跡（阪南市尾崎）で出土しています。また、鎌倉時代（約830,...._,680年前）
たやまひがし

の遺跡では、大量のタコッボと共に、タコツボを焼いた跡が見つかることもあります。田山東遺跡

（阪南示面賃では、タコッボの窯跡が8基まとまって見つかりました。海岸にも近いこの場所は、

タコッボの生産工揚であっだと考えられています。

阪南市では、現在もタコ漁は行われていますが、タコカコを用いるのが主流となり、タコッボ漁

を専門に行っているのは、 2軒のみになりました。

墨薗

麟

タコツボの窯跡（田山束遺跡）

-33 -



◆大阪湾南岸のタコツボ漁具◆
阪南市
指定文化財

阪南市では、遺跡から見つかったタコッボ6点を有形文化財に、江戸時代以降の今に伝わる様閃

なタコツボとタコッボ漁に使われる道具22点を有形民俗文化財として、平成28年4月15日に阪南

市指定文化財に指定しました。

タコッボ

マダコッボ （弥生時代末期）
おさきかいがん

尾崎海岸遺跡出土。阪南市域で最も古いタコ
やよい

ツボ。弥生土器と同じつくり方で製作した

マダコッポ （平安時代）
うまがわ こうえんぶ

馬川遠跡出土の土師器。底部は丸く、口縁部

下には紐をかける＜びれがある

マダコッボ （近世）
うちがた ※ ぬのめ

土師質土器。 内型づくりで、内側に布目がみ

られる
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マダコッボ （飛烏・奈良時代）
かいかけ はじき※ つりがね ひも

貝掛遺跡出土。土師器の釣鐘型で紐を通す孔

がある

マダコツボ （中世）
たやまひがし はじしつとき※

田山束遺跡出土の土師質土器。底部がとがり、

口縁部下には紐をかける＜びれがある

マダコツボ （近世）

土師質土器。 内型づくりで、内側に布目がみ

られる。1本部に水抜き用の孔がある



ー. -, 

， 
： 
' ｀ ： 
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.. 
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マダコツボ （近代）

土師質土器。ロクロづくりで、現在の兵庫県
あかし ぽくしょ 1さんどく

朗石付近でつくられたもの。イ本部に墨書（判読

不明）が見られる

マダコッボ （近代）

土師質土器で、現在の兵庫県明石付近でつく

られたもの。体部に墨書「だ」が見られる

閾

~ 

マダコッボ （近代）

土師質土器で、現在の香川県多度津でつくら
なるお

れたもの。体部に持ち主の墨書 「成尾」 が見

られる

I 
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マダコッボ （近代）

土師質土器で、現在の兵庫県明石付近でつく

られたもの。体部に水抜き用の孔がある

マダコツボ （近代）

土師質土控で、イ本部に墨書（判読不明）が見ら

れる

マダコツボ （現代）

プラスチック製。浮き上がらないように中に

コンクリートが入れてある。体部にマジック

書 「卜七」 （屋号）が見られる



，
 

a
 ” 

マダコッボ （現代）

プラスチック製。浮き上がらないように中に

コンクリートが入れてある。体部に焼印「ト

七」（屋号）が見られる

マダコツボ （現代）

土師質土器。コンクリート製の蓋が付けてあ

り、エサをとると蓋が閉まる

イイダコツボ （古墳時代）
すえき※ つりがね

貝掛遠跡から出土。須恵器の釣鐘型

マダコッボ （現代）

コンクリート製で、漁師の手づくり

~-,J 

~ 

マダコツボ （現代）

プラスチック製。浮き上がらないように中に

コンクリートが入れてある。中のエサをとる

と蓋が閉まる

イイダコツボ （飛鳥・奈良時代）

貝掛達跡から出土。須恵器の釣鐘型
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イイダコッボ （近代）

土師質土器の釣錯型

イイダコツボ （近代）

サルボウガイ製。二枚貝の間に入るイイダコ
しゅう由い

の習性を利用したもの

イイダコツボ （現代）

土師質土器で、テフトと呼ばれる大きなイイ

ダコ用。イ本部及び底部にペンキ奮「ヤ」「ス」

「イ」が見られる
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イイダコツボ （近代）

アカニシガイ製

• 
イイダコッボ （現代）

土師質土器の釣鐘型で、コンクリートの重り

を付けている

イイダコツボ （現代）
ようき てんよう※

カップ酒のガラス容器を転用



タコツボ以外の漁具

オモリ （現代）

仕掛けを沈めるための重り。コンクリートフ

ロックと自転車のチューブでつくつてある

'

)

 

ウケ （現代）
はっぼう

仕掛けの両端に付ける浮き。発砲スチ

ロール、ビニール、自転車のチューフ

などを使って手づくり

タコカゴ （現代）

底部にエサを入れるポケットがある

マダコ（きしわだ自然資料館）
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◆泉州で始まった和泉打瀬◆
えと きょほううたせあみりょう

江戸時代中期（約320,,___,2,0年前）に泉州地方で始まったとされる漁法に打瀬網 漁があり、
いすみうだせ うたせぶね ほ

「和泉打瀬」と呼ばれました。打瀬船に2,--.__,3枚の軌を船体に平行して張り、風の力で船を横に走

らせます。船からはヤリダジという棒を出し、「＇尉篇 」をロープで伺本も取り付け、風の力で水底
と そこび あみりょう

の網を引きまわし、海底にすむエビ、カニ、カレイ、ヒラメなどを獲る底引き網漁の一種です。

大阪湾の漁村は、古代より奈良・京都・大阪などの大消費地を間近にひかえていたことから、高

度な技術が発達したと思われます。

袋網

阪南市域の近世の漁業
きんせい きょきょう

阪南市域の近世の漁業について、 今のところ詳細は不0月ですが、残された史料の中から、

いくつか読み取ってみましょう。
ぼうで

誓隠14(1764)年の波有手村（阪南市鳥取）の賢符について書かれた史料（石川家文書）による
とかい※ そうりょうし てぐりあみりょう※

と、当時、渡海舟が5艘、漁師舟は27艘あり、その内、二人乗りで沖に出て手繰網漁を行う
たこひきかせ米

舟が7艘、また、一人乗りで沖に出て蛸引稼ぎを行う舟が20艘あったということです。
じびきあみ

地引網は大l」I合わせると6惰誓記ったと書かれています。その内のひとつは、舟2艘を使い、男
いわしりょう

女共20人ほとすつで引く大きなもので、残りは鰯漁の時だけに使う小さな網だったようで

す。
かんせい おさき

また、 寛政11(1799)年の尾崎村（阪南市尾崎町）について書かれた史料（松井家文書）を見ると、
こく※ かよい15iね※

村には50石"'-'100石積みの物を売買する船が6艘、 20石積みの通 船が8艘、 200石積み
はまきょうしごえかいとう

の船が1艘、そして漁船は 67艘あると書かれています。尾崎村は浜（孝子越）街道に沿って人

家や商家が建ち並び、商いの船や連絡船も多かったようですが、やはり漁船の数が飛びぬけて

いるのがわかります。
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◆泉州の船「黒紬」◆
ふなだいく ぶんか のうぎょうのあいだひゃくしょうかせきかたそのほかとりしらべかきあ11ちょう

船大工については、文化2(1805)年に書かれた「農業之問百姓稼方其外取調書上帳」（南
おさき しむら

家文書）を見ると、人数まではわかりませんが、尾崎村（販南市尾崎町）と新村（阪南市烏取）に船大工が
はこつくり

いたようです。ただし、この書上帳には箱作村（阪南市箱作）は含まれていませんが、漁村であった

箱作村にもおそらく船大工はいたと思われます。

まだ、明治4(1871)年に書かれた同じく新村に関する「閤爪嘗籟」 （阪浮家文書）には、船大工が
ぎょせん てぐりあみりょう※たこひきりょう そう

5人いると書かれています。漁船については、手繰網漁や蛸引漁を行う船が24艘あったようで

す。
わせん もくぞうせん せんしゅう へさきみよ

当時の船は、和船と呼ばれる日本固有の木造船で、中でも泉州の漁船は、帥先（水押し）が黒く塗
くろみよし えと きしわだ

られていることから「黒細」と呼ばれました。これは江戸時代中期（約320,..__,210年前）の岸和田城
おかべ ござふね※

主岡部氏の御座船を受け継いだものといわれています。

木造船からプラスチック船に変わるのは昭和40年代ですが、泉州では昭和の終わり頃まで、蝕
にしとっとり しもしょう

先が黒く塗り続けられだということです。現在、阪南市には尾崎港、西鳥取漁港、下荘漁港の三

港がありますが、黒紬を目にする機会は、ほとんどありません。

＂璽 日

~ 
l---!I!!!! 

船大工横田氏製造の黒紬
よこだかすよし

写真提供：横田一芳氏（阪南市尾崎町）
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◆横田家船大工用具◆
阪南市
指定文化財

よこた しんまち ふなだいく とっとりぞうせんじょ

横田氏は新町在住の船大工で、｛白父が経営していた阪南市鳥取の造船所で修業した後、昭和
かいづか わきはま

25(1950)年に22歳の若さで独立し、昭和60(1985)年まで貝塚市脇浜で造船業を営んでいまし
だいだい せんしゅうちいきもくそうせん

た。造船技術は、代閃船大工の手によって受け継がれてきたといいます。泉州地域の木造船を100

艘以上手掛けられ、長年にわたり地域の漁業を支えてこられた横田氏の船大工用具91点は平成25

年1月18日に阪南市指定有形民俗文化財に指定されました。

スミツボ

スミを付けだ糸を利用し直線を引く

ケビキ

平らな木材の表面に線を引く

ノコギリ

材を切る
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スミサシ
しるし

スミをしみ込ませ印を付ける

チョンナ
きょくめん

囲面を削る

- 、 . • . .・ ・一

ノミ

材に穴をあけたり溝を掘ったりする



ぇ
閲ん

ノミ

材に穴をあけたり溝を掘ったりする

~ 

，
 

シャクリガンナ

溝を削る

キカイシャクリガンナ

細い溝を削る。構造が機械的に見えるためこ

う呼ばれる

~ 
キワガンナ

材の隅や角の部分を削る

ヒラガンナ

板や角材の表面を平らに削る

＇ モトイチシャクリガンナ
溝を削る。定規で深さを調節できる

全～廷渉
..:··'---~ 畜.-
~, 9 

アイシャクリガンナ

角をつくる。定規付き

... 

. ;.,~ 

ク`、/,'.. もr---. 一． 鼻
、~~

ソリダイガンナ
ふなぞこ

下側を船底のように反らしたカンナで、 表面

を凹面にする時に使用する
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~ 
ヒフクラガンナ

シャクリガンナで削った溝の側面を削る

スリノコ

船材の接合面をすり合わせ密着させるのに使

うノコギリ

ブチヌキ

クギサシであけた穴の削りくすを取りのぞく

カナヅチ

フナクギを打つ
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~ ‘‘ 
マルガンナ

曲面を削る

クギサシ

フナクギの通る穴をあける

カタッパノミ

クギサシであけた穴に再度通し穴を確認する

ボートー

材と材をつき合わせる



オトシクギ

材と材をつぎ合わせる

クギシメ

オトシクギを中まで抑し込む

ハタガネ
かりどめ

板の仮止に使う

~ 

墨
.iii 

メタテヤスリ
めたて

ノコギリの目立に使う
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ヒラクギ

材と材をつぎ合わせる

ノミウチ
※ 

マキワタを詰める

シャコマンリキ

板の仮止に使う

トイシ

ノミなどの刃を研ぐ


